
(57)【要約】

【課題】本発明は、液晶表示装置及びその製造方法に関

する。

【解決手段】本発明に係る液晶表示装置は、第一基板と

、前記第一基板と対向する第二基板と、前記第一基板と

前記第二基板との間に設置される液晶層と、それぞれ前

記第一基板の裏側表面及び前記第二基板の裏側表面に形

成され、複数のカーボンナノチューブを整列してなる第

一カーボンナノチューブ膜及び第二カーボンナノチュー

ブ膜と、を含む。本発明は前記液晶表示装置の製造方法

も提供される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 一 基 板 と 、
　 前 記 第 一 基 板 と 対 向 す る 第 二 基 板 と 、
　 前 記 第 一 基 板 と 前 記 第 二 基 板 と の 間 に 設 置 さ れ る 液 晶 層 と 、 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 に お い
て 、
　 そ れ ぞ れ 前 記 第 一 基 板 の 裏 側 表 面 及 び 前 記 第 二 基 板 の 裏 側 表 面 に 形 成 さ れ 、 複 数 の カ ー
ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ を 整 列 し て な る 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 及 び 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ
ー ブ 膜 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ は 、 単 層 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 、 多 層 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ
、 Ｓ Ｗ Ｎ Ｔ 束 、 Ｍ Ｗ Ｎ Ｔ 束 、 整 列 し た Ｍ Ｗ Ｎ Ｔ ヤ ー ン の い ず れ か 一 種 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 一 基 板 に 第 一 偏 光 板 を 設 置 し 、
　 前 記 第 二 基 板 に 第 二 偏 光 板 を 設 置 し 、
　 前 記 第 一 偏 光 板 及 び 前 記 第 二 偏 光 板 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 一 基 板 及 び 前 記 第 二 基 板 の 裏 側
表 面 に 対 向 す る 外 側 表 面 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 一 基 板 と 前 記 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ と の 間 に 設 置 さ れ る 第 一 電 極 層 と 、
　 前 記 第 二 基 板 と 前 記 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ と の 間 に 設 置 さ れ る 第 二 電 極 層 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 一 基 板 に 複 数 の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ を 配 列 し て 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 を 形 成
す る 段 階 と 、
　 第 二 基 板 に 複 数 の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ を 配 列 し て 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 を 形 成
す る 段 階 と 、
　 前 記 第 一 基 板 と 前 記 第 二 基 板 と を 組 み 合 わ せ て 液 晶 セ ル を 形 成 す る 段 階 と 、
　 液 晶 分 子 を 前 記 液 晶 セ ル の 内 部 に 注 入 す る 段 階 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 低 電 力 消 費 、 低 放 射 性 と い う 特 性 が あ る の で 、 例 え ば ノ ー ト パ ソ コ ン 、
Ｐ Ｄ Ａ 、 ビ デ オ カ メ ラ な ど の 多 種 の 携 帯 電 気 商 品 に 応 用 さ れ て い る 。 液 晶 表 示 装 置 は 従 来
技 術 と し て の 陰 極 線 管 （ Ｃ ａ ｔ ｈ ｏ ｄ ｅ 　 Ｒ ａ ｙ 　 Ｔ ｕ ｂ ｅ ， Ｃ Ｒ Ｔ ） を 利 用 す る モ ニ タ
及 び テ レ ビ に 取 っ て 代 わ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ は 、 第 一 基 板 １ ０ ２ と 、 第 二 基 板 １ １ ０
と 、 前 記 第 一 基 板 １ ０ ２ と 前 記 第 二 基 板 １ １ ０ と の 間 に 設 置 さ れ る 液 晶 層 １ １ ８ と 、 を 含
む 。 前 記 第 一 基 板 １ ０ ２ の 裏 側 表 面 １ ０ ４ に は 配 向 膜 １ ０ ６ が 設 置 さ れ る 。 前 記 第 二 基 板
１ １ ０ の 裏 側 表 面 １ １ ２ に は 配 向 膜 １ １ ４ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 液 晶 層 １ １ ８ は 、 複 数 の 棒 状 の 液 晶 分 子 １ ２ ０ か ら な る 。 前 記 配 向 膜 １ ０ ６ の 表 面
に は 複 数 の 平 行 の 溝 １ ０ ８ が 形 成 さ れ る 。 前 記 配 向 膜 １ １ ４ の 表 面 に は 複 数 の 平 行 の 溝 １
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１ ６ が 形 成 さ れ る 。 前 記 複 数 の 溝 １ ０ ８ 及 び 前 記 複 数 の 溝 １ １ ６ は 、 前 記 液 晶 分 子 １ ２ ０
を 均 一 的 に 同 一 の 方 向 に 向 か せ 、 即 ち 、 前 記 配 向 膜 １ ０ ６ 及 び １ １ ４ に 近 接 す る 液 晶 分 子
１ ２ ０ を 前 記 溝 １ ０ ８ 及 び 前 記 溝 １ １ ６ に 平 行 す る よ う に 機 能 す る 。 前 記 溝 １ ０ ８ と 前 記
溝 １ １ ６ と は 垂 直 な の で 、 前 記 液 晶 分 子 １ ２ ０ は 自 動 的 に 上 方 か ら 下 方 ま で ９ ０ ° 回 転 す
る よ う に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
前 記 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に お い て 、 前 記 配 向 膜 １ ０ ６ 及 び １ １ ４ は 不 可 欠 で あ り 、 そ の 配
向 特 性 が 前 記 液 晶 表 示 装 置 の 品 質 に 大 き く 影 響 す る 。 次 に 、 前 記 配 向 膜 １ １ ４ を 例 と し て
、 配 向 膜 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 従 来 の 配 向 膜 の 製 造 方 法 は 、 前 記 第 二 基 板 １ １ ０
の 裏 側 表 面 １ １ ２ に 配 向 材 料 （ 例 え ポ リ イ ミ ド ） を 塗 布 す る 段 階 と 、 摩 擦 布 を 利 用 し て 前
記 配 向 材 料 を 摩 擦 加 工 し て 平 滑 な 溝 １ １ ６ を 形 成 す る 段 階 と 、 を 含 む 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 前 記 の 加 工 方 法 に よ れ ば 、 加 工 過 程 に お い て 静 電 気 が 生 じ 、 ほ こ り が 吸 着 さ れ
る の で 、 配 向 膜 の 品 質 が 低 く な る と い う 課 題 が あ る 。 ま た 、 前 記 加 工 方 法 は 複 雑 で あ り 、
加 工 工 程 に 使 用 さ れ る 摩 擦 布 の 寿 命 が 短 い と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 良 好 な 配 向 性 能 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 、 及 び 該 液 晶 表 示 装 置 を 簡 単 に 製 造 す る
方 法 を 提 供 す る こ と が 必 要 と な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 第 一 基 板 と 、 前 記 第 一 基 板 と 対 向 す る 第 二 基 板 と 、 前 記
第 一 基 板 と 前 記 第 二 基 板 と の 間 に 設 置 さ れ る 液 晶 層 と 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 一 基 板 の 裏 側 表 面
及 び 前 記 第 二 基 板 の 裏 側 表 面 に 形 成 さ れ 、 複 数 の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ を 整 列 し て な る 第
一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 及 び 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ は 、 単 層 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 、 多 層 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ
、 Ｓ Ｗ Ｎ Ｔ 束 、 Ｍ Ｗ Ｎ Ｔ 束 、 整 列 し た Ｍ Ｗ Ｎ Ｔ ヤ ー ン の い ず れ か 一 種 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 第 一 基 板 に 第 一 偏 光 板 を 設 置 し 、 前 記 第 二 基 板 に 第 二
偏 光 板 を 設 置 す る 。 前 記 第 一 偏 光 板 及 び 前 記 第 二 偏 光 板 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 一 基 板 及 び 前
記 第 二 基 板 の 裏 側 表 面 に 対 向 す る 外 側 表 面 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 第 一 基 板 と 前 記 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ と の 間 に は 第 一 電 極 層 が 設 置 さ れ る 。 前
記 第 二 基 板 と 前 記 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ と の 間 に は 第 二 電 極 層 が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、 第 一 基 板 に 複 数 の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ を 配
列 し て 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 を 形 成 す る 段 階 と 、 第 二 基 板 に 複 数 の カ ー ボ ン ナ ノ チ
ュ ー ブ を 配 列 し て 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 を 形 成 す る 段 階 と 、 前 記 第 一 基 板 と 前 記 第
二 基 板 と を 組 み 合 わ せ て 液 晶 セ ル を 形 成 す る 段 階 と 、 液 晶 分 子 を 前 記 液 晶 セ ル の 内 部 に 注
入 す る 段 階 と 、 を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 来 の 技 術 と 比 べ て 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 分 子 表 示 装 置 は 、 複 数 の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ
を 配 列 す る こ と に よ り 、 摩 擦 加 工 工 程 を 利 用 せ ず 、 静 電 気 の 帯 電 及 び ほ こ り の 吸 着 を 防 止
し 、 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 工 程 が 簡 単 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る 実 施 例 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 ２ ０ ０ は 、 第 一 基 板 ２ ０ ２ と 、 該 第 一
基 板 ２ ０ ２ と 反 対 し て 設 置 す る 第 二 基 板 ２ ２ ０ と 、 液 晶 層 ２ ３ ８ と 、 を 含 む 。 前 記 液 晶 層
２ ３ ８ は 複 数 の 棒 状 の 液 晶 分 子 ２ ４ ０ か ら な り 、 前 記 第 一 基 板 ２ ０ ２ と 前 記 第 二 基 板 ２ ２
０ と の 間 に 設 置 さ れ る 。 前 記 第 一 基 板 ２ ０ ２ の 裏 側 表 面 ２ ０ ４ に は 、 順 次 に 透 明 な 第 一 電
極 層 ２ ０ ８ と 、 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 ２ １ ０ と 、 を 堆 積 す る 。 前 記 第 一 基 板 ２ ０ ２
の 外 側 表 面 ２ ０ ６ に は 、 第 一 偏 光 板 ２ １ ６ が 設 置 さ れ る 。 前 記 第 二 基 板 ２ ２ ０ の 裏 側 表 面
２ ２ ２ に は 、 順 次 に 透 明 な 電 極 層 ２ ２ ６ と 、 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 ２ ２ ８ と 、 を 堆
積 す る 。 前 記 第 二 基 板 ２ ２ ０ の 外 側 表 面 ２ ２ ４ に は 第 二 偏 光 板 ２ ３ ４ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 ２ １ ０ は 、 そ れ ぞ れ Ｘ 軸 方 向 に 沿 っ て 前 記 第 一 電 極 層
２ ０ ８ の 上 に 配 列 さ れ る 複 数 の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ２ １ ２ を 含 む 。 前 記 カ ー ボ ン ナ ノ チ
ュ ー ブ ２ １ ２ は 、 単 層 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ （ Ｓ Ｗ Ｎ Ｔ ） 、 多 層 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ （
Ｍ Ｗ Ｎ Ｔ ） 、 Ｓ Ｗ Ｎ Ｔ 束 、 Ｍ Ｗ Ｎ Ｔ 束 、 整 列 し た Ｍ Ｗ Ｎ Ｔ ヤ ー ン の い ず れ か 一 種 で あ る 。
前 記 整 列 し た Ｍ Ｗ Ｎ Ｔ ヤ ー ン に つ い て は 、 姜 開 利 に よ っ て 発 表 さ れ た 「 Ｓ ｐ ｉ ｎ ｎ ｉ ｎ ｇ
　 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｉ ｎ ｕ ｏ ｕ ｓ 　 Ｃ ａ ｒ ｂ ｏ ｎ 　 Ｎ ａ ｎ ｏ ｔ ｕ ｂ ｅ 　 Ｙ ａ ｒ ｎ ｓ 」 （ 「 Ｎ ａ ｔ ｕ
ｒ ｅ 」 ， 第 ４ １ ９ 巻 ， 第 ８ ０ １ 頁 ， ２ ０ ０ ２ 年 ） に 詳 し く 説 明 さ れ て い る 。 前 記 カ ー ボ ン
ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 ２ １ ０ の 厚 さ は カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ の 直 径 以 上 で あ る よ う に 設 置 さ れ る
。 例 え ば 、 前 記 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 ２ １ ０ は Ｓ Ｗ Ｎ Ｔ か ら な る 場 合 、 そ の 単 層 の
厚 さ は １ ｎ ｍ に 設 置 さ れ る 。 前 記 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 ２ １ ０ は 整 列 し た Ｍ Ｗ Ｎ Ｔ
ヤ ー ン か ら な る 場 合 、 そ の 厚 さ は １ ０ μ ｍ 程 度 に 達 す る 。 前 記 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ
膜 ２ １ ０ の 各 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ２ １ ２ の 長 さ は 前 記 第 一 基 板 ２ ０ ２ の Ｘ 軸 方 向 で の 長
さ と 等 し く 、 又 は 短 く 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 前 記 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ２ １ ２ は チ ュ ー ブ 状 に 形 成 さ れ る の で 、
二 本 の 隣 接 す る カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ の 間 に 平 滑 な 溝 ２ １ ４ が 形 成 さ れ る 。 前 記 複 数 の 溝
２ １ ４ に よ り 、 前 記 液 晶 分 子 ２ ４ ０ は 前 記 複 数 の 溝 ２ １ ４ に 平 行 し て 前 記 第 一 カ ー ボ ン ナ
ノ チ ュ ー ブ 膜 ２ １ ０ に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 ２ ２ ８ を 前 記 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 ２ １ ０ と 比
べ る と 、 前 記 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ２ ２ ８ の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ２ ３ ０ は Ｚ 軸 方 向
で 前 記 第 二 電 極 層 ２ ２ ６ に 配 列 さ れ る こ と が 異 な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 前 記 電 極 層 ２ ０ ８ 及 び ２ ２ ６ に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合 、 前 記 液 晶
分 子 ２ ４ ０ は そ れ ぞ れ 前 記 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ２ １ ０ 又 は 前 記 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ
ュ ー ブ ２ ２ ８ の 方 向 に 沿 っ て 配 列 さ れ る 。 本 実 施 例 に お い て 、 前 記 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ
ー ブ ２ １ ０ と 前 記 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ２ ２ ８ と は 垂 直 に な る よ う に 設 置 さ れ る の で
、 前 記 液 晶 分 子 ２ ４ ０ は 上 方 か ら 下 方 ま で 自 動 的 に ９ ０ ° 回 転 す る よ う に 配 列 さ れ る 。 光
Ｌ は 前 記 第 一 偏 光 板 ２ １ ６ に 入 射 す る 場 合 、 前 記 第 一 偏 光 板 ２ １ ６ の 透 過 軸 ２ １ ８ は Ｘ 軸
方 向 に 沿 う の で 、 偏 光 方 向 が 前 記 透 過 軸 ２ １ ８ に 平 行 な 光 Ｌ １ だ け は 前 記 第 一 偏 光 板 ２ １
６ か ら 透 過 す る こ と が で き る 。 前 記 液 晶 分 子 ２ ４ ０ は 上 方 か ら 下 方 ま で ９ ０ ° 回 転 す る よ
う に 配 列 さ れ る の で 、 前 記 光 Ｌ １ は 前 記 液 晶 分 子 ２ ４ ０ を 透 過 し た 後 、 前 記 光 Ｌ １ の 偏 光
方 向 は ９ ０ ° 変 化 し て Ｚ 軸 方 向 に な る 。 前 記 第 二 偏 光 板 ２ ３ ４ の 透 過 軸 ２ ３ ６ は Ｚ 軸 方 向
に 沿 う の で 、 前 記 液 晶 分 子 ２ ４ ０ を 透 過 し た 光 Ｌ １ は 前 記 第 二 偏 光 板 ２ ３ ４ か ら 射 出 す る
。 従 っ て 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 ２ ０ ０ は 光 を 伝 達 し て Ｏ Ｎ 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 前 記 電 極 層 ２ ０ ８ 及 び ２ ２ ６ に 電 圧 が 印 加 さ れ た 場 合 、 前 記 電 極 層
２ ０ ８ 及 び ２ ２ ６ に 垂 直 な 電 界 が 形 成 さ れ る 。 前 記 電 界 の 作 用 に よ り 、 前 記 液 晶 分 子 ２ ４
０ は 前 記 電 界 方 向 に 平 行 し て 配 列 さ れ る 。 こ の 場 合 、 前 記 光 Ｌ １ は 前 記 液 晶 分 子 ２ ４ ０ か
ら 透 過 す る が 、 前 記 第 二 偏 光 板 ２ ３ ４ か ら 射 出 さ れ な い 。 従 っ て 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 ２ ０
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０ は Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 １ を 参 照 し て 、 実 施 例 と し て 前 記 液 晶 分 子 表 示 装 置 ２ ０ ０ の 製 造 方 法 に つ い て
説 明 す る 。 ま ず 、 Ｃ Ｖ Ｄ 法 又 は 溶 液 堆 積 法 に よ り 、 前 記 第 一 基 板 ２ ０ ２ の 裏 側 表 面 ２ ０ ４
に 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 ２ １ ０ を 形 成 す る 。 前 記 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜 ２ １
０ は 複 数 の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ２ １ ２ か ら な る が 、 前 記 複 数 の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ２
１ ２ は Ｓ Ｗ Ｎ Ｔ 、 Ｍ Ｗ Ｎ Ｔ 、 Ｓ Ｗ Ｎ Ｔ 束 、 Ｍ Ｗ Ｎ Ｔ 束 、 整 列 し た Ｍ Ｗ Ｎ Ｔ ヤ ー ン な ど の い
ず れ か 一 種 で あ る 。 前 記 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ ２ ２ ８ は 上 述 の よ う に 、 複 数 の カ ー ボ
ン ナ ノ チ ュ ー ブ ２ ３ ０ を Ｚ 軸 方 向 に 沿 っ て 前 記 第 二 基 板 ２ ２ ０ の 裏 側 表 面 ２ ２ ２ に 配 列 し
て 製 造 さ れ る 。 次 に 、 前 記 第 一 基 板 ２ ０ ２ 及 び 前 記 第 二 基 板 ２ ２ ０ を 組 み 合 わ せ て 液 晶 セ
ル （ 図 示 せ ず ） を 構 成 し て 、 該 液 晶 セ ル の 内 部 に 液 晶 分 子 ２ ４ ０ を 注 入 し て 液 晶 分 子 表 示
装 置 ２ ０ ０ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 分 子 表 示 装 置 ２ ０ ０ は 、 複 数 の カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ を 配 列 す る こ と
に よ り 、 摩 擦 加 工 工 程 を 利 用 せ ず 、 静 電 気 の 帯 電 及 び ほ こ り の 吸 着 を 防 止 し 、 液 晶 表 示 装
置 の 製 造 工 程 が 簡 単 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 光 Ｌ が 入 射 し て 液 晶 表 示 装 置 が Ｏ Ｎ 状 態 に な る 場 合 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 光 Ｌ が 入 射 し て 液 晶 表 示 装 置 が Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に な る 場 合 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 技 術 の 液 晶 表 示 装 置 の 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ２ ０ ０ 　 液 晶 表 示 装 置
　 ２ ０ ２ 　 第 一 基 板
　 ２ ０ ４ 　 裏 側 表 面
　 ２ ０ ６ 　 外 側 表 面
　 ２ ０ ８ 　 第 一 電 極 層
　 ２ １ ０ 　 第 一 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜
　 ２ １ ２ 　 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ
　 ２ １ ４ 　 溝
　 ２ １ ６ 　 第 一 偏 光 板
　 ２ ２ ０ 　 第 二 基 板
　 ２ ２ ２ 　 裏 側 表 面
　 ２ ２ ４ 　 外 側 表 面
　 ２ ２ ６ 　 第 二 電 極 層
　 ２ ２ ８ 　 第 二 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 膜
　 ２ ３ ０ 　 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ
　 ２ ３ ４ 　 第 二 偏 光 板
　 ２ ３ ８ 　 液 晶 層
　 ２ ４ ０ 　 液 晶 分 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(6) JP 2007-122057 A 2007.5.17



フロントページの続き

(74)代理人  100110364
            弁理士　実広　信哉
(72)発明者  劉　亮
            中華人民共和国北京市海淀区清華園一号
(72)発明者  姜　開利
            中華人民共和国北京市海淀区清華園一号
(72)発明者  ▲ハン▼　守善
            中華人民共和国北京市海淀区清華園一号
Ｆターム(参考) 2H090 HB06Y HC03  HD14  JA06  JB02  KA05  LA09  MA02  MB14 
　　　　 　　  2H091 FA08X FA08Z FB02  FD15  GA06  HA07  LA12 

(7) JP 2007-122057 A 2007.5.17



专利名称(译) 液晶显示装置及其制造方法

公开(公告)号 JP2007122057A 公开(公告)日 2007-05-17

申请号 JP2006291566 申请日 2006-10-26

[标]申请(专利权)人(译) 鸿富锦精密工业(深圳)有限公司
清华大学

申请(专利权)人(译) 鸿富锦精密工业(深▲セン▼)有限公司
Tsuinfa大学

[标]发明人 劉亮
姜開利
ハン守善

发明人 劉 亮
姜 開利
▲ハン▼ 守善

IPC分类号 G02F1/1337 G02F1/1335

CPC分类号 B82Y20/00 G02F1/1337 G02F2001/133765 G02F2202/36 Y10S977/742 Y10S977/755 Y10S977/932

FI分类号 G02F1/1337.515 G02F1/1335.510 B82Y20/00 G02F1/1337 G02F1/1337.ZNM

F-TERM分类号 2H090/HB06Y 2H090/HC03 2H090/HD14 2H090/JA06 2H090/JB02 2H090/KA05 2H090/LA09 2H090
/MA02 2H090/MB14 2H091/FA08X 2H091/FA08Z 2H091/FB02 2H091/FD15 2H091/GA06 2H091
/HA07 2H091/LA12 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FB02 2H191/FD35 2H191/GA08 2H191/HA06 
2H191/LA13 2H290/AA15 2H290/BD01 2H291/FA22X 2H291/FA22Z 2H291/FB02 2H291/FD35 2H291
/GA08 2H291/HA06 2H291/LA13

代理人(译) 渡边 隆
村山彦

优先权 200510100793.5 2005-10-27 CN

其他公开文献 JP4874759B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶显示装置及其制造方法。解决方案：根据
本发明的液晶显示装置包括第一基板，与第一基板相对的第二基板，介
于第一基板和第二基板之间的液晶层，以及第一碳纳米管膜和第二碳纳
米管通过排列多个碳纳米管，在第一基板的反面侧和第二基板的反面侧
形成有膜。此外，提供了液晶显示装置的制造方法。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/1e77f4d2-f48d-4488-a132-007c21324813
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038053097/publication/JP2007122057A?q=JP2007122057A

